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［ 参 考 例 ５ ］ （ 触 媒 Ｅ の 調 製 ）
　 塩 化 第 二 ス ズ ５ 水 塩 の 代 わ り に 四 塩 化 チ タ ン を 用 い た 以 外 は 参 考 例 １ と ほ ぼ 同 様 の 方 法
で Ｔ ｉ 及 び Ｍ ｏ の 酸 化 物 か ら な る 触 媒 Ｅ を 調 製 し た 。 こ の 触 媒 の 組 成 は 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ ４ ４
質 量 ％ 、 Ｍ ｏ Ｏ ３ １ ７ ％ 質 量 ％ 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ ３ ９ 質 量 ％ で あ っ た 。 こ の 触 媒 の Ｍ ｏ ／ （ Ｔ
ｉ +Ｍ ｏ ） 原 子 比 は ０ ． １ ８ で あ り 、 流 動 床 触 媒 に 好 適 な 滑 ら か な 球 形 を し 、 十 分 な 機 械
的 強 度 を 有 し て い た 。
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